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議会評価意見書（令和 7 年度事業） 

事業名 「山陰浜田港」水産物ブランド化推進事業 

議会評価 事業内容：要改善 予算規模：現状維持 

【評価理由】 

本事業は、「どんちっちブランド」をはじめとする水産物のブランド化により、

魚価向上や漁業者所得の向上に寄与してきた重要な事業であり、今後も継続して

推進する必要がある。 

一方で、関連機関とのヒアリングでは、補助制度の使い勝手の悪さ、成果指標が

事業の実態や取組成果を十分に反映していないこと、後継者不足や組織運営の属

人化、行政と現場との意見交換・連携が十分でないことなど、多くの課題が共有さ

れた。 

以上の点から、事業の必要性や重要性は認めつつも、現行の制度や取組内容に

ついては改善の余地があることから、事業内容については「要改善」とする。 

なお、こうした課題を踏まえた改善を進める一方で、本事業は水産物のブラン

ド化や魚価向上、漁業者所得の向上に向けて引き続き必要な取組であることから、

予算規模については「現状維持」とする。 

 

【執行部への提案内容】 

1  成果指標は加盟業者数だけでなく、魚価、販売額、漁業者所得、販路拡大など

実効性を測る指標へ見直すこと。 

2  補助制度は、販路開拓やＰＲ活動など現場ニーズに応じて柔軟に活用できる

制度へ改善すること。 

3  ブランド推進協議会の組織体制強化と後継者育成を進め、属人化を解消する

こと。 

4  漁業者・市場・加工流通事業者との定期的な意見交換を実施し、現場の課題を

事業へ反映すること。 

5  ブランド化を単独事業とせず、担い手確保、水産加工、販路拡大など水産振興

施策全体と一体的かつ柔軟性を持たせ推進すること。 

6  予算については、まず制度改善と成果検証を進め、その上で必要な予算措置

を検討すること。 

7  ブランド魚種拡大については、フライ加工品として定評のあるバトウなど新

たな魚種についても検討すること。 
 
 

  


